
 

建
設
産
業
常
任
委
員
会

委員長
　山田　康博
副委員長
　堀口伊代子
委員
　小賀野健司
　山口　　豊
　柿沼　綾子
　高橋　和美
　林　　富司

 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委員長
　冨田　雅寿
副委員長
　栗田　弘志
委員
　谷田　裕之
　倉林　益代
　粳田平一郎
　柿沼　光男
　小林　　猛

  

総
務
常
任
委
員
会

委員長
　門倉　道雄
副委員長
　内田　英亮
委員
　矢野間　規
　清水　静子
　巴　　高志
　広瀬　伸一　
　早野　　清

45

　

３
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議
案
13
件
を
慎
重

審
査
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
及
び
質
疑
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

問   

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
化
事
業
の
ス
マ
ー

ト
窓
口
で
す
が
、
受
付
票
等
を
書
か
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、
ア
ス
ピ

ア
こ
だ
ま
で
も
同
じ
窓
口
の
シ
ス
テ
ム
が
で

き
る
の
か
、
ま
た
、
い
つ
か
ら
ス
マ
ー
ト
窓

口
が
始
ま
る
の
か
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答   

ス
マ
ー
ト
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
書
か
な
い

運
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
予
定
で
は
、
ア

ス
ピ
ア
こ
だ
ま
の
児
玉
総
合
支
所
で
も
、
本

庁
舎
と
同
じ
よ
う
な
形
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
１
月
か
ら
テ
ス
ト
導
入
を
行
い
、

令
和
８
年
５
月
頃
か
ら
本
格
稼
働
を
考
え
て

い
ま
す
。

問   
防
犯
推
進
事
業
の
防
犯
カ
メ
ラ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
、
20
台
の
公
共
施
設
の
カ
メ
ラ
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ

の
目
的
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答   

防
犯
推
進
事
業
の
防
犯
カ
メ
ラ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
で
す
が
、

20
台
の
カ
メ
ラ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
、

そ
れ
を
一
元
管
理
す
る
も
の
で
す
。
目
的
と

し
て
は
、
現
在
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
例
え
ば
警

察
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
設
置
さ
れ

て
い
る
現
場
に
行
っ
て
、
カ
メ
ラ
に
入
っ
て

い
る
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
を
確
認
し
な
い
と
、
そ
の

動
画
が
録
画
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
状
況
で
す
。
で
す
の
で
、
そ
れ
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
し
て
、
執
務
室
で
確
認
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
警
察
の
捜

査
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
ひ

い
て
は
市
民
の
安
全
・
安
心
に
寄
与
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
予
算
計
上
さ
れ
た
事
業
の
一
部
〉

　

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
事
業

　

３
１
３
７
２
千
円

　

内
水
氾
濫
の
浸
水
想
定
区
域
の
更
新
等
に

伴
い
、
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
最
新
の
内
容

に
改
め
作
成
及
び
各
家
庭
に
配
布
し
、
平
常

時
の
備
え
や
災
害
発
生
時
の
対
応
な
ど
の
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　

３
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議
案
９
件
を
慎
重

審
査
致
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〇
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

問   

元
気
な
農
業
推
進
事
業
の
ス
ト
ロ
ベ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
駐
車
場
等
警
備
業
務
委
託
は
、

駐
車
場
の
警
備
を
必
要
と
す
る
と
い
う
の
は
、

ど
う
い
う
も
の
を
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

答   

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
が
、

本
庄
産
あ
ま
り
ん
の
認
知
度
を
さ
ら
に
向
上

さ
せ
た
い
と
い
う
目
的
で
令
和
７
年
度
は
さ

ら
に
拡
充
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
年
度
も
多
数
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
来
場
者
が
来
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
の
で
最
も
事
故
が
起
き
や
す
い
駐

車
場
内
を
専
門
の
業
者
に
委
託
し
て
来
場
者

の
安
全
の
確
保
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問   

樹
木
管
理
等
業
務
委
託
料
に
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
殺
虫
剤
の
費
用
が
含
ま
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今
千
本
桜
は

ど
れ
だ
け
被
害
を
受
け
て
い
る
の
で
す
か
。

答   

千
本
桜
の
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

被
害
状
況
で
す
が
、
昨
年
の
69
本
に
比
べ
、

今
年
の
２
月
28
日
現
在
で
、
２
７
８
本
と
い

う
状
況
で
す
。

問   

本
庄
駅
北
口
駅
前
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

業
に
つ
い
て
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
を
市
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
で
す
か
。

答   

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
問
題
な
ど
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
形
状
が
よ
い
か
、
再
検
討
し
ま
す
。
併

せ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
道
路
の
計
画
を
踏

ま
え
、
関
係
す
る
地
権
者
の
方
と
も
協
議
が

必
要
と
な
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
整

備
手
法
も
今
回
の
業
務
で
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

３
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議
案
17
件
を
慎
重

審
査
致
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
第
13
号
議
案　

本
庄
市
敬
老
祝
金
給
付
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問   

本
庄
市
と
し
て
、
な
ぜ
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
改
正
す
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答   

本
年
は
、
超
高
齢
社
会
到
来
の
該
当
年

で
、
高
齢
者
人
口
は
今
後
ま
す
ま
す
増
加
し

て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
、
高
齢
者
福
祉
事
業
を
見
直

し
、
整
理
を
行
い
、
今
後
を
見
据
え
た
事
業

を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。

※
な
お
、
次
の
附
帯
決
議
を
全
会
一
致
で
賛

成
し
ま
し
た
。

　

今
般
の
改
正
に
お
い
て
、
給
付
年
齢
の
基

準
を
暦
年
か
ら
年
度
単
位
へ
と
見
直
す
の
で

あ
れ
ば
、
令
和
７
年
度
の
敬
老
祝
金
の
給
付

に
限
り
、
同
じ
年
度
に
お
い
て
満
77
歳
、
満

99
歳
、
及
び
満
１
０
１
歳
以
上
と
な
る
者
に

つ
い
て
も
、
現
行
と
同
様
の
扱
い
と
す
る
こ

と
を
求
め
ま
す
。

〇
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

問   

保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
の
工
事

請
負
費
の
内
容
の
詳
し
い
説
明
を
お
願
い
し

ま
す
。

答   

保
健
セ
ン
タ
ー
の
前
庭
駐
車
場
に
急
速

充
電
器
が
設
置
し
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
般
、

市
役
所
庁
舎
の
ほ
う
に
充
電
器
施
設
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
撤
去
の
予
定
の
工
事
請

負
費
と
な
り
ま
す
。

問   

小
学
生
学
習
支
援
事
業
の
学
ぼ
う
舎や

の

事
業
内
容
や
参
加
者
等
詳
し
い
説
明
を
お
願

い
し
ま
す
。

答   

学
ぼ
う
舎
は
、
月
２
回
、
土
曜
日
の
午

前
中
実
施
し
、
令
和
６
年
度
に
つ
い
て
は
92

名
の
児
童
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
事
業
内
容

は
、
各
会
場
で
工
夫
を
凝
ら
し
、
様
々
な
体

験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
福
祉

体
験
な
ど
の
社
会
活
動
体
験
、
落
語
や
琴
演

奏
な
ど
の
文
化
芸
術
鑑
賞
、
着
衣
泳
教
室
や

少
林
寺
拳
法
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
工
作

な
ど
の
も
の
づ
く
り
体
験
、
こ
う
い
っ
た
も

の
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委員会のうごき

議 案 番 号 件　　　　　　　　　　　名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

議決結果
谷
田
裕
之

栗
田
弘
志

倉
林
益
代

小
賀
野
健
司

内
田
英
亮

矢
野
間  

規

山
口　

豊

山
田
康
博

清
水
静
子

門
倉
道
雄

巴　

高
志

堀
口
伊
代
子

冨
田
雅
寿

粳
田
平
一
郎

柿
沼
綾
子

柿
沼
光
男

広
瀬
伸
一

小
林　

猛

高
橋
和
美

林　

富
司

早
野　

清

市
長
提
出
議
案

第31号議案 令和６年度本庄市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）【P14】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
可
否
同
数
の
場
合
の
み
裁
決
し
ま
す
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第32号議案 令和６年度本庄市水道事業会計補正予算（第４号）
・事業費の確定見込み等により収益的支出の補正などするもの 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第33号議案 令和６年度本庄市下水道事業会計補正予算（第５号）
・事業費の確定見込み等により資本的支出の補正などするもの 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第34号議案 令和７年度本庄市一般会計予算【P14・15】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第35号議案 令和７年度本庄市国民健康保険特別会計予算
【予算額：79 億 8942 万 1000 円】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第36号議案 令和７年度本庄市介護保険特別会計予算
【予算額：67 億 9149 万 5000 円】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第37号議案 令和７年度本庄市後期高齢者医療特別会計予算
【予算額：12 億 571 万円】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第38号議案
令和７年度本庄市水道事業会計予算

【収益的収入予定額：21 億 7848 万 7000 円、収益的支出予定額：18 億 8583 万円、
資本的収入予定額：8 億 138 万 7000 円、資本的支出予定額：17 億 8288 万 6000 円】

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第39号議案
令和７年度本庄市下水道事業会計予算

【収益的収入予定額：21 億 7260 万 1000 円、収益的支出予定額：21 億 4429 万 3000 円、
資本的収入予定額：11 億 579 万 1000 円、資本的支出予定額：15 億 2873 万円】

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第40号追加議案 令和７年度本庄市一般会計補正予算（第１号）【P15】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第41号追加議案 令和７年度本庄市水道事業会計補正予算（第１号）
・水道基本料金の免除に係るシステム改修経費等の追加など収益的収入及び支出の補正などするもの 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

議第1号議案 本庄市議会議員定数条例の一部を改正する条例
・本庄市議会の議員定数を「21 名」から「19 名」にするための改正

議長裁決に
より原案否決 × ○ × ○ × × × ○ ○ × ○ × ○ × × ○ ○ × × ○ ○

議第2号議案 本庄市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例【P15】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第3号議案 安全・安心の医療・介護の実現のため人員増と処遇改善を求める意見書【P15】 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

( 賛成：○　反対：×　棄権：棄　欠席：欠 )

令和７年第１回定例会 提出議案とその結果(つづき)

本庄駅北口ロータリー

委員会のうごき

平成31年３月作成の
防災ガイドブック

ストロベリーマーケット



  
17
号
バ
イ
パ
ス
及
び
幹
線
道
路

　
　

  　
整
備
対
策
特
別
委
員
会

委員長
　林　　富司
副委員長
　矢野間　規
委員
　谷田　裕之
　栗田　弘志
　小賀野健司
　内田　英亮
　巴　　高志
　堀口伊代子
　小林　　猛

  

交
通
政
策
及
び
観
光
政
策

　
　
　
　
　

  

特
別
委
員
会 

委員長
　広瀬　伸一
副委員長
　清水　静子
委員
　倉林　益代
　山田　康博
　門倉　道雄
　冨田　雅寿
　柿沼　綾子
　柿沼　光男
　高橋　和美
　早野　　清

6

　

12
月
に
は
、
埼
玉
県
県
土
整
備
部
を
訪
問

し
、
国
道
17
号
関
連
事
業
や
県
道
花
園
本
庄

線
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、

事
業
の
お
礼
や
今
後
の
更
な
る
整
備
推
進
に

つ
い
て
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
３
月
に
は
、
埼
玉
県
が
進
め
て

い
る
西
関
東
連
絡
道
路
の
整
備
事
業
の
一
つ

で
あ
る
大
滝
ト
ン
ネ
ル
を
視
察
し
、
広
く
北

関
東
と
甲
信
・
東
海
地
方
の
人
や
物
の
交
流

を
促
進
し
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
幹
線
道

路
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
国
道
17
号
本
庄
道
路
や
幹
線

道
路
の
整
備
促
進
の
た
め
、
関
係
機
関
へ
の

要
望
活
動
や
調
査
・
研
究
等
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
本
庄
駅
、
児
玉
駅
、

本
庄
早
稲
田
駅
の
３
駅
を
中
心
に
、
安
全
で

快
適
な
通
勤
・
通
学
環
境
の
創
出
や
、
子
育

て
世
代
を
含
む
定
住
者
の
増
加
を
図
り
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組

む
た
め
、
長
期
的
な
視
点
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

対
し
て
要
望
活
動
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
、

及
び
本
庄
市
の
観
光
拡
大
に
つ
い
て
も
取
り

組
ん
で
い
く
委
員
会
で
す
。

　

令
和
６
年
９
月
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
高
崎
支
社

へ
、
12
月
に
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
へ
、
Ｊ
Ｒ

高
崎
線
の
籠
原
駅
発
着
の
列
車
を
高
崎
駅
発

着
へ
変
更
す
る
こ
と
、
新
車
両
セ
ン
タ
ー
の

整
備
、
15
両
編
成
列
車
を
籠
原
駅
以
北
へ
延

伸
す
る
こ
と
、
Ｊ
Ｒ
八
高
線
の
沿
線
地
域
の

　

本
特
別
委
員
会
は
、
国
道
17
号
本
庄
道
路

や
地
域
の
骨
格
を
形
成
す
る
広
域
的
な
幹
線

道
路
の
整
備
促
進
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
６
年
６
月
に
は
、
国
道
17
号
本
庄
道

路
の
整
備
を
担
っ
て
い
る
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
大
宮
国
道
事
務
所
を
訪
問
し
、

国
道
17
号
本
庄
道
路
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

確
認
し
、
一
日
も
早
い
全
線
開
通
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
に
は
、
国
土
交
通

省
及
び
財
務
省
を
訪
問
し
、
要
望
書
を
手
渡

し
、
国
道
17
号
本
庄
道
路
の
早
期
整
備
の
た

め
の
予
算
付
け
な
ど
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

活
性
化
の
た
め
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
や
Ｓ

Ｌ
等
の
臨
時
列
車
を
運
行
す
る
こ
と
、
本
庄

早
稲
田
駅
の
新
幹
線
の
停
車
本
数
の
増
加
に

つ
い
て
、
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
３
月
11
日
に
開
催
し
た
委
員
会

で
は
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
現
状
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
上
信
電
鉄
本
社
で
サ
イ
ク
ル

ト
レ
イ
ン
の
運
行
状
況
に
つ
い
て
お
話
を

伺
っ
た
後
、
実
際
に
高
崎
駅
―
上
州
富
岡
駅

の
区
間
に
自
転
車
を
持
ち
込
み
乗
車
す
る
こ

と
で
駅
や
ホ
ー
ム
、
車
内
の
様
子
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
鉄
道
の

利
便
性
向
上
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
へ
要
望
す
る
ほ

か
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大滝トンネル現場視察

JR東日本 本社への要望活動

上信電鉄サイクルトレインの現状調査

国土交通省での要望活動


